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私共はア愛育養護学校および家庭指導グルー，プにお埼

て，三障害をもっ子・どもを，二幼児期がら学童期にわため．， k

保育と、教育を行っている。（最近は誇学令が遍づいてかち

相談にく・る子どもが多く なづ・ている6それらの子どもを

見て砿る・とy、 常識からぱ奇異ど見・られる行動や，・困惑ざ

せられる行動が多い。・、月 々雰子どもと交わり ，
芝子どもの

生活を育てる．立場からみる老 うこれらの現象の背後には，

人間の基本的体験が欠如しでいる去うに思われるぴζFこ

で楼，、二具体的な保育場面の資料にようて・，・』この問題を考

えた心 、這糖、ビ、』・ 「！ 以 』 ㌻、・臼、［L吹、1－ く、瓦、1ざ

1’量ぷ保育研究資料の性質ll・！ 恥r∫・』、ドゆ涯．ミ．や 』揺壱シ1

』私共は，1保育の実践を研究の盗料どするポそれ垂こは洪

次のような性質がある。’第白畳ζはデ継続的にジ日’々ジ 子

どもに接して得られる資料である6前日の行動から，～iぎ

ょう，、明日ぺの移り，ゆきを・，究』納得するまで，仔細に見る

ことができる。第土にはゴ研究者である保育者は，1子ど

もの変化ど成長の過程に参与するず研究者が許局外に立

って，』外部がrら観察ずるだサではないσ』・｝緒に動き∫・会

話を交し奔よいど思ケひとをやっ、でみて拉その過程を共

に体験する。 その観察は撃保育者どして生活を共にした

，体験にもとづ・ぐがら訟単なる客観的観察と異ゆ，』人間ど

じ宅の共通の課題にふれる、ごとが尊ぎる♂》ごだし♪ぞの

際賓個人的偏見や先入見を，・できるだけ排除する努力が

必要になる。』第三に1’．保育の実践におレ）ては一，＝、実験のよ

う』なあらかじめ定められた手続ぎを実施するのではないみ

独自な条件下に，r独自な成長をしっづある滑特定の子ど

も．たちに対しデ現在の場面にお》∫で塾多くのこ とがらに

繊細な配慮をしで悟参与の仕方をぎめるぴ第四に，レその

結果生み出される現象としての活動は，保育者と子．ども

との共同の産物である。子どもが士分に満足して活動し，

自己実現をすることができたときの行動や♪行動の系列

としての活動にはゴト子どもの考え方や》；子どもの負って

いる精神的課題，・あるいは♪創造的可能性が表出される。

　　　　　　　　　　　　　　　 い　
．乙、

㍗し叉」 、豆
㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞く｝ 7（・11

第五にはず。このよう、にしで保育者・（六人自身）・：・との間に

生み出された現象を省察する ことにより， 1子どもの側に

成立している世界の理解に近づこう・とする尊・』実践の場で

は，直観的理解にとどまらたことを，後になって反省し，

考察する』ζとに よiゆ帆童識的理解の場にとり上げるすそ）

のことが次の実践の基磯となる、』rこの循環性が艶・保育行

為の特色である、。い ！（注．を）ンAづヒ“、1 碕ン齢（藁人ナ・

．1，2，r肥日の資料と・記継続する臥々の資料・∫．・ （㍉1鳩・

　保育は，長期にわたり継続される生活驚あ1るが勧一日

の保育の現象だ喰をどり上げて見ても，ンrそζに成子ども

の生活全体の問題がぷ奄まれているら7ご日⑳資料の省察

は・ド子どもの全体像の理解に欠、ぐこどはできない。茅また，

継続する日々の中で得られる資料が，それを補い、，，）修正

し，別の視点を与え・， また確認するグ，舘≒く．＝で．，賞・

室長期にiわたづて積み重ねられた保育の全体を省察する

と，一日の中にも，その子どもの本質的課題が含まれて

いるのを見・る。こシとができる。・すなわ∫ぢ，ぺ子どもの精神の

発達における同一の主題が，反復してあちわれ繊保育の≧

過纏の中で，、少し』ずつ変化し てゆ，く㌔ ザ 日が積み重ねら

れて全体を構成するが，，lr 日は全体の単な二る繕成部分で

はなく ，全体を導びく力動性をもっ。一 ．》F、、、読
ll．ン

ン保育資料にお，いては，1胃日とy（継続す、る日々の資料≧

は，補い合う。現在は，過去を原因とするもφではなく，

まだ〆未来のためにあるめ宅むないよ相互にはだら垂か

け合』らて全体が形成されるも5’＞∫｝挙≦訴∫㌔き艮

　　　．寓こP「ト r・｝・．r乙・ンく頑匁i㊦シ，・、互｝ ぶ・．ン㍉．、）

露次にや他め子どもの髪を引張るごど酋ジこ私自身が菌惑

さぜらねたひεり！め子ども1にづ“尋ダー」白の典型的な場、

面にっいて述ベジ1蓄尭∫ひきづづく甘だあ中香丼じぼじ

ばぐり・返された行動を掲げて〆そφごとがらデ基本的体

験にづいて考察する16』』＝‘ r』丈 1『眠r l　l一 』．露㌶・∵一i＝1日－・

　一渉IF ’（ ”、r1 ・・…渉四』 ㌃ ll配1 くくン覧r・11 、乙レ』！ブ1き＝！卜

　　　　　　　　，＝・l　l ・ll）1『1ヌミ乙ト、2　 』≧　r．ト、』』 ら、l　ll

　3．S夫の場合　　　　　 一一三ご㌦∫’聴 ン）』・ll』』』

S夫は・（注2）私貯・「おめでどう『㍉ぱ弾融う・．

以前羅実習生と折紙をちぎり，』まきちらし嘘遊んだ乙と
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がある。このあそびのことを「おめでとう」と名付ける。

裏庭の静かなところで，私は折紙を切り， S夫ははさみ

で半分刻みをいれてからちぎる。少したまると，おめで

とうと云ってまきちらす。そのときに，ベチパチと手を

叩いてにぎやかにすることを要求する。そうすると，S

夫も手を叩いてはしゃぐ。桜の花びらの散る下で，私と

何度もくり返して手を叩いた。S夫と二人で交るいい時

間だった。そのあと，体の小さいM夫が滑り台を下から

上ってゆくところを，私が後から手をそえてやっていると，

急にS夫が私の腕の下からもぐりこんで，M夫を押し倒

し，髪をっかんで引張る。私が思わずその子をかばうと，

一層激しく髪を引張る。　（19841 4．17）

ひきづづく日々の中で，しばしばあらわれた行動の抜粋

　1・他の子どもの髪をっかんで引張る。

　・大人がかばう子どもがいないと相互応答する。

　・弁当のおぼんを持ち歩き｝ 、安心できる場所をさがす。

　　他の子がおぼんにふれると髪をひっぱる。

　・両手両足を大人が持って揺らす遊びを要求する。

　・折紙をちらし，大人に拍手を要求する。

　・大人と二人だけになると，落着いて字をかいたりす

　rる。

　・電話がかかると，極度に気にする。

　・戸をあけたりしめたりして，大人と目を合わせ，け

　　らけら笑う。

　・靴や靴下を脱がされること・を極度にきらう。

母親の話からの抜粋

　・歩きはじめたころ，ソファがらとびおりたりすると，

　・マンションの階下の住人から苦情の電話がかかり，

　　親子共ノイローゼ気味になる。

　・電車の中で，他人が身体にふれると，大声でわめく。

前述の一日の場面の前半では，S夫は，大人から注目

され，見られることを強く要求している。私は，それに

こたえながら，その要求の強さを感じる。この日は，そ

れにゅ？くりと相手をするζとができた。後半では，大

人が他の子どもと何かをしているのを見ると，走り寄っ

て髪をつかみ引張る・。私は小さい子どもをかばうことに

なる。そ㊨応待の仕方には，・一連の過程があるが，ここ

では省略する。この二つの行為が前後してあらわれるこ

とがしばしばあり，一日の中で，何度も同様のことがく

り返される。また，長期問にわたり，少しずっ形をかえ

て，同様のことが反復された。

　4．見られるζと一見ることの相互性

　この子どもは，目分がしていることを，大人に見ても

第20集

らうことを，過度に強く要求する。すなわち，子どもは，
　　　じ　　じ　　じ　　び

大人に見られることにより，自らの存在感を確認し，そ

のことめために大きなエネルギーを注ぐ。他方，この子

どもは，自分のしていることを他人が承認しているかど
　　　ロ　　し
うかを見ることに，普通以上に敏感である。自分の存在

が脅やかされているかどうかを見ることに，大きなエネ

ルギーを注ぐ。

　大人から見られるときに，自分が承認されたと感じ，

大人が子どもを見ることによって喜びを感じるとき，ひ

とつの行為が同時に双方の喜びとなり，相互に共通の空

閤が形成される。ところが，この場合，見られることに

よる存在の承認が不確かなので，見られることを過度に

要求する。それにこたえることは，大人にも苦痛感を与

え，見られることと見ることとが分離し，相互性を失う。

　見られることと見ることとの相互性が，最も素朴な形

で体験されるのは，生後半年くらいからはじまる「いな

いいない　ばあ」のあそびである。（注3）赤ん坊は・大

人の手のすきまから，片目が出合っただけで，うれしく

てたまらないように笑う。大人は，その笑いにさそわれ

て笑い返す。大人と子どもとは共に楽しむ時間を共有し，

信頼にみちた存在の空間が形成される。見られることに

より，存在感が強められるときには，自らの存在の中に，

見ている他人がくみこまれる。そのとき，自分だけが全

宇宙であった子どもの世界は変質し，子どもはもはや自

分ひとりの存在ではなく，．他人との相互性の中の存在と

なる。このあそびは，赤ん坊と大人との間で，何十回も

くり返され，相互のよろこびを増し，相互性の体験の源

となる。

　この時期に，子どもを見る大人の眼が，子どもの存在

を拒否していたらどうなるだろうか。　「いない いない

ばあ」のあそびは反復されず，相互性の体験が欠落する

だろうσ障害をもった子どもの場合，まさに，このこと

がしばしば起る。障害をもつことが宣告されたときから，

親は子どもの将来のみを気づかい，現在成長しつつある

子どもの姿に目がとまらなくなる。障害を除去し，治療

することにのみ心を奪われて，障害をもつまま，子ども

のあるがままの姿を受けいれることができなくなる。 子

どもは，親が自分を見る目に出会うたびに，自らの存在

が拒否されているのを感じるだろう。見られることゴ見

ることが，相互性の体験でなく，存在の喪失感の体験と

なるQ

　5，基本的体験の欠如

　見られること一見ることの相互性は，乳児期に体験さ

れ，その後の諸体験の基礎となる基本的体験と云える。

人が物心っいたときには，それはすでに自明のこととし
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津守：． 人問の基本晦体験と障害をも？子どもの成長

てあq勘甥の鞭瞳曝璽鮭麟糞マ rll壁
いないばあj、1瑚酔記臥て鴨木杢餌≧1夕挫
ないぞあろう。それはすでに無意識の体験として～。〈硲

嘩の概雄つている・． 煙師鱒験趣即堕い
る≧劃qよし當離額畦稗解す蚤ζ4カ1零離越行勤とな る』

であう、桑タ、＄未彦）場合・』ζρ華本舶体醗渾蓉如レて堅痩二

の矯‘興夕吻4推興鷹褐9、 ．。．・
、、。

、、紛獅IIの梶瞬問ラ樋馬』いくρ醗げ解姥
でき、る曾、・た煮弄ば， 歩きはじ酔のこ苑傘う， 子ぐも牟こ

う夕だり〆ヌ77ゆ塑≧苧亀り1た堕宣拳紅ぴ蛋こゼマ催ン

目～り階下り倖呑期ら苦悌り軍話が塑粧りダ両親は・鴛硯

ことで悩まされつづけた“，4う！レで享ち1キ資と、㌧》乾，』子

どもにも親にも喜びの根源となるはずのことが，困惑と

罪悪感の体験と な ってい多。く…ま匁，・保育の場においても，

磯母室のドァを，あサたり しめたりレてy』太くと目を合

わせて笑うという，ンこ［い塗いレ1ない．ドばあ」㌧年類した行

動をくり返す。琳ん坊の亡きに，之すでにやって姥るはず1

④ことを， ，） 6才をすぎマはじめてや？ て㌧、る。・
L、

一しか馬・尊れらの証拠を求め・ 因果関係皆明確にした

後でなはればづ、保育臨床場面でのはたらきかけができな

いか：とし）うと脅うで1まなし！）酬前に掲げた頭見られること

の過度の要求，見ることへの敏感さの場面でゾ驚の場面

そトΦものの中槻，相互悔の華本的体族の欠如怨を観察す

る，ことができる。零如し農基本的倦験似，．あら た に体験

され嫁ければ嶋く間と㌧て璽成長をす1るこ登とができない

で毒ろう。その欠落 し＃体験を補 う努力壱しな炉らべそ

れに砂きつづく保育部よび，二過去のく ンフ オメ｝渚マ著

が，r認識を確かなものにする。

　6』獲得することと失うことの相補性

　前に掲げたS夫の行動の典型的場面に頻著なことのも

うひとつは，存在の脅威を感じたときに，他の子どもの

髪をつかむことである。　「っかむ」という行為は，獲得

の行動の最初の様式である。自分の存在の否定に過度に

敏感なS夫は，その危機に際して，他の子どもの髪の毛

をっかんで放さないQ同様のことは，類似の場面で，く

り返しあらわれる。弁当のおぼんを持ち歩き，自分の領

域を確保しようとするS夫のおぼんに，他の子どもがち

ょっとふれただけで，何倍もの強さで，その髪の毛をつ

かんで引張る。その強さを見ていると，その動力となっ

ている，自分の存在の否定に対する恐怖は・人一倍大き

いのではないかと思われる。

　獲得することは，自分の領域が強められることであり，

もっているものが失われるときには，自分自身の喪失感

がある。このことは，大人も，いろいろの場面で体験す

ることである。喪失に対しては，同じ物あるいは代る物

を獲得すると と／により 5・補う61ぐ この両者は交互にく り返

される。 じ獲得することだけに過度の；ネルギきが注がれ

るとき，〉自我は限界をζえて膨張し，＞節度を失う6r逆に，

喪失の体験が極端に なるときゲ自我の領域は最小になり ，

遂には空虚な自己破壊になづてしまう だろう6、1・．

　獲得するるとと失うこととは，，幼少期から，r」行動の様

式を変えて，llいろいろの形であらわれるδ、その初期の行

動のひとつはレ ゆ才の後半であらわれるδ1っかんだ物を

手から放し， 落ちた物を拾い上げて，1また落す行動であ

る。・ある時期にド赤ん坊はダ何度もこれをく・ り返して遊、

ぶ。食物の摂取と排出も5・行動面から見るど，｝同様の様”

式に属する。立ち上づて歩くときには∋・，L自我の志向性の

領域でこれがくり返される。自分の力で直立して移動す

る成就感は1ぐころぶことにようて挫折し，．自信の喪失と

して体験されるボしかし1｛・子どもは，1気じ ぎに立ち上り，㌧

一層力をこめて歩く 。，そのぐり返しは ♪子どもにとって

は自我の領域の強化の体験姪あ珍，親にとうても，1、それ

はよろこびであるぎ：…前に述べたように，一S 夫はチ ・この時

期にデ大きな葛藤畳こ直面しているぴ本来は，成就感とド

承認されるよろこびの体験どな．るはボのことが｝’否定さ

れ1罪悪感の源とな渉で醸るお物心がつ、く前になされる。

人間にとって基本的な体験の損傷は♪他の人には 自明な

ことが体験されていないことであって，後年にならては

じめて体験されるときには極端な行動となるのである。

　了．基本的体験と自発的創造活動　　　　　　1じ亀弩

　ここに見てきたことから考えると，見られることと見

ることとの相互性の体験， 獲得すること と失うこととの

相補性の体験， 存在の不安の中における自分自身の存在

の価値の確認の体験に支えられた安定感の上に，自発的

創造性が出てくるように思われる。見られることと見る

こととの相互性は，対人関係の領域に，獲得と喪失の相

補性は，自我の領域に，存在の価値の確認は，両者を含

めた根底にかかわる。いずれも相互に関連し合っている。

　S夫は，大人の注目をひき，他の子どもの髪を引張り，

活発に動いて人びとの中に波紋をまき起すのだが，自分

の心の中から湧き出る自発性をもって満足して遊ぶこと

がない。これは，以上に述べてきた基本的体験の欠如に

よるものと考えられる。

　8．障害をもった子どもの基本的体験

　ここには，ひとりの子どもの極端な行動の表出様式を

見たが，具体的な行動の仕方は異っても，同様のことが

かなり多くの他の子どもにも見ることができる。更に，

現代では，障害をもつ子どもは，一般に基本的体験が欠

如する領向が強まっているのではないかと思うQすなわ

ち，第一には，親との相互性の欠如である。障害をもつ
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という認識が，子どもとの間の普通の人間的やりとりを

損づている。第二には，障害をもっ子どもめ存在の否定

である。親は，多くの病院や相談機関をつれまわり，毎

日の生活の中での保育をしていない。すなわち，障害を

もつままでの子どもを容認していないのであって，子ど

もの側からいうならば，あるがままの存在を否定されて

いることになる。第三に，子どもの生活全体に配慮した

保育がなされていない。障害を除去し，鍼少させ， 矯正

するための訓練には価値を認めても，人間としての基本

的体験を積み重ねる保育はなされていない。’家庭でも保

育機関でも同様である。障害にのみ目を奪われて，普通

の保育がなされないまま，大きくなってしまう。そのた

めに，陣害が拡大される。

　このことは，普通の子どもをも含めた』現代の保育観

とも関連がある。文字や数など，個々の能力を璽視して，

普通の保育の価値が認識されない。そのために，・従来は

ごくあたりまえであった，対人相互性の樹立， 自我の確

立，存在への確信というような基本的体験がなされず，

その上に立ってはじめて発現する自発的創造性が生れな

い。すなわち，現代には，遊べない子どもがふえている。

個々の能力はあっても，安定感を欠いた』’手のかかる子

どもが増加しているのは，．障害児にかぎ らず，一般的傾

向である。

むすび

　ここには，ひとりの子どもの保育実践資料からレその

子どもに欠如していると考えられる基本的体験について

第20集

考察した。他り子どもたちにっいてみてゆくと・車に異

った基本的体騨を見串すことができるだろう。今後の課

題である。

　最初に述べたように，最近は学令時から養護学校にく

う子どもが多くなっているが，幼少潮に適切な傑育をう

けず，基本的体験が欠如していると考えら乳ることが多

い。幼少期だったならば，もっと容易であったことを，

大きくなづてからやり直すことになるので，大人の側の

労力もたいへんである。2，き才のころかち｝障害の故

に拒杏されるのでなく，落着いた保育がなされるなちば，

障害をもらていても，それぞれの子どもなりに，正常な

発達をするごとができると思う。

注1

注2

注3

浜ロ順子　保育における理解の発展過程一現象

学的保育研究試論，お茶の水女子大学家政学研究

科児童学専攻，修士論文1982　く

S夫，59年度に6才（工年生） である。

Barrit，L，，　B6ekman，T．，Ble6ker，H，，

Mulderij，K，；The　WDrld ↑hrough　Chiト

dren’sEyes＝Hide・ahdSeek＆Peeka㎞，
Phen・menol・gy ＋P瓠嬉・gy，V・1・Lと聾α2」

1983。

　この中で，BeekuIanl　Tじは，見る一見られる行為を』

「いないいない　ばあゴと「かぐれんぼ』の遊びにっい

て考察し， 発達の初期の重要な体験と考えている5

　また，津守真レ保育の体験ど思索， 大日本図書，生蕗O

P・ 128～138には，かくれる一かくすこと1を主題として

論じてある。

、

　戸
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